


　「高知県行政訪問団」に参加して、平成１９ 年１１月２６日（月）
から１１月３０日（金）まで中国・安�省を訪問しました。訪問
目的は、これまでの交流の成果を踏まえ、安�省と今後の
交流について協議することと、高知大学と安�大学との交
流と連携を図ることで、安�省との交流の幅を広げ今後の
交流推進に資することでした。

　初日は、安�大学と安�
省外事弁公室を訪問しまし
た。安�大学では、黄学長
と高知大学の遠藤副学長と
の間で「日本語教育セン
ター開設に関する覚書」に
調印し、来年度に高知大学
に留学予定の学生が決まる
など、今後の更なる交流が
期待されます。また、安�省外事弁公室では、李主任と長
瀬文化環境部長との間で、１５周年記念事業や今後の交流等
について協議が行われ、高知県としても相互にプラスにな
るよう更なる交流を約束しました。
　二日目は、まず淮南市にある第十三中学校を訪問しまし
た。校庭に展示された高知南中学校との交流の写真や手紙、

習字の書がこれまでの両校の交流の歴
史を物語っていました。次に訪れた八
公山地質公園では、高知県の民間団体
（安�省日中友好の森づくりネット
ワーク）が植樹した桜の木がしっかり
と根付き、花開く春を待っているかの
ようでした。また、合肥植物園では、
記念植樹や牧野植物園の研究員が造っ
たミニ日本庭園などを、周園長ほか関

発展目覚しい中国・安�省を訪問

係者の方々に案内して
いただき、新緑の季節に
は日中の両園に咲き乱
れる花々や植物に思い
を馳せました。
　三日目は、高知県から
２人の日本語教師が赴任
している三聯職業技術
学院を訪問し、日本語の
授業を見学しました。当
学院では約８００人の学生が日本語を学んでおり、休み時間
にも音読の練習をしている学生を見かけるなど大変勉強熱
心です。中国のマンパワーの源を垣間見た気がしました。
また、合肥市新区では、いたるところでマンション・ホテ
ル等が建設中で、４年振りに訪れた安�省の発展は目覚し
いものがありました。玩具箱を覗き見るようにその変貌振
りに驚かされます。驚きの箱は一体いくつあるのか…。
　今回、我々訪問団は、訪問する先々で多大な歓迎をして
いただき、安�省の皆様の心温まる歓待に心から感謝して
います。
　平成２１年度は高知県と安�省が友好提携１５周年を迎え
ます。これまでの交流で築いた信頼と友情を大切に、更な
る交流を深めていきたいと思います。

高知県・安�省友好交流委員会
事務局担当　中内　新子

（財団法人高知県国際交流協会マネージャー）
（中国語訳：宋　�）

旅 行 日 程

１１月２６日（月）　高知駅→松山空港→上海空港→合肥空港
１１月２７日（火）　安�大学訪問／安�博物館視察
　　　　　　　安�省人民政府外事弁公室と協議
１１月２８日（水）　淮南市第十三中学校訪問
　　　　　　　淮南市の友好植林地を視察／合肥植物園視察
１１月２９日（木）　合肥市新区視察／三聯職業技術学院訪問
　　　　　　　合肥空港→上海空港
　　　　　　　高知県上海事務所訪問
１１月３０日（金）　上海空港→岡山空港→岡山駅→高知駅

「日本語教育センター開設に関する�
覚書」に調印（安　大学）�

友好提携１０周年記念碑�
（周園長（左）と長瀬部長）�

歓迎夕食会後に記念撮影（左端（後）元木�
上海事務所長、左から４人目　外事弁公室・�
李主任、右端　外事弁公室・黄処長）�



　早いもので安�省総工会との交流
も９回目を迎えた。今回は２００７年
１２月５日（水）～１１日（火）の日程で
連合高知各構成組織から６名が参加
を行ない、新たな友好と交流を育く
み、その歴史に一ページを加えた。

　今回の訪問地は、総工会との意見交換や企業訪問を行
なった経済特区の合肥をはじめ、世界遺産の黄山、そして
歴史を感じる老街、そして村落の屯渓等、それぞれ中国を
実感できる素晴らしいところであり、私たち一行にとって
大満足の旅であった。

　総工会との意見交換では、安�省
の歴史・産業や文化、更には、国、
企業、労働者の利益を守るための総
工会の役割等の説明を受け、その後、
日中両国のなかでも大きな問題と
なっている非正規労働者の問題等に
ついて論議を交わした。
　また、世界遺産の黄山では、飛来

石等、 自然の偉大な力を見せつけられるとともに、雲海のな
か、遠くに浮かぶ山々が本当に島のように見え、神秘的に
思うとともにロマンを感じるスポットでもあり、ざわざわ
とした俗世界から一時タイムスリップをした気分であった。

　

　私は、安�省訪問は二度目となるが、前回もお世話になっ
た夏副主席や呉国際担当に旅行中同行していただき、ます
ます友好が深まったところである。
　今年は１０回目の節目であり、安�省総工会の朋友を受け
入れることとなるが、今から楽しみにしているところであ
る。
　また、来年は安�省総工会と連合高知が友好交流協定を
締結して１０年の節目を迎えるとともに、連合高知発足２０
年になる。
　「子々孫々の友情の大きな節目に」と願っているところで
ある。

友好と交流の
新たな歴史を

連合高知事務局長

間嶋 祐一
（中国語訳：宋　 ）

合肥市杜主席からの記念品の贈呈（中央は夏安　省副主席）�

安　省総工会との意見交換�

世界遺産「黄山」にて（中央が筆者）�



＜黄山→蕪湖→合肥３１５km ＞
　イタリア、台湾、日本の自転車が輪タクを横目にスイスイ。
道行く人がふり返ります。そう、僕らが「高知中央高校国際
自行車倶楽部」です。自画自賛と言われても、本当にクール
なんです。
　違和感と言えば、６年ぶりに訪問
した大位小学校です。入口が分か
りません。学校のある前園村が都
市に変貌していました。でも学校
交流は任せてください。新鑑真号
で練習した風船芸術で、風船を
『鼠』『麒麟』『鰐』に変身させ、
すっかりヒーローです。こんな調
子で、熱い青春の旅が屯渓からス
タートしました。
　４日、宣州揚子江ワニ養殖場、５日、�県紅星宣紙工場を見
学して蕪湖に到着です。蕪湖では「朋あり、遠方より来たる」
ということで、今年も人民政府から招宴に与り、子どもたち
は大喜びです。鉄山賓館の味が今でも忘れられません。
　６日、今回最大の山場（蕪湖→合肥の峠越え）を征服し、

感極まって悪路に挑戦したものの完全に挫折です。結局
１９kmしか走れず全員意気消沈。目標の８００km走破の夢がぼ
ろぼろと崩れてゆきました。
＜合肥→安慶→黄山３４５km ＞
　７日、安�飯店で合流した高知希望工程基金会の皆さんの
案内で安冲小学校へ。この村も６年ぶりに再訪です。村は発
展し、アヒルや豚の歓迎もなくなっていました。
　小学校で披露したのは、新聞紙に水を入れて、その水が消
えるマジックです。
　「日本の新聞紙はね、水をすぐ吸収して乾燥するんだよ。ほ
らね。」
　最後まで信じてくれた村の純朴な子どもたち。
　「奇術師か詐欺師か？この良心の呵責にどこまで耐えられ
るのだろうか。」

　そう呟きながら、（舒城
→桐城）走り続けるので
した。
　８日、１１１km（桐城→
東至）のロングライドで
す。途中、安慶の迎江寺
（振風塔）からの長江の
眺めは絶景でした。夜は、
『石鶏』料理に舌鼓です。

　０６高知→安�省サイクリング７００kmの旅が好評で、０
全長１２００kmの一周コースを

　今回は、神戸（新鑑真号）→上海（バス）→安�
旅のお話は、８月３日に大位小学校

高

３０km/h超！屯渓→歙県�

歙県（石牌坊群）観光�

安慶→東至サイクリング�



、０７年は安�省（南部）一周サイクリングを企画しました。
を、自転車とバスで回る旅です。
省というルートで黄山市（屯渓）に入りました。
を訪問したところから始まります。

高知中央高等学校　校長　前田　正也（当委員会会員）

でもS君の一言でお箸がピタッと止まってしまいました。
　「この鳥の皮、カエルに似いちゅうねえ。」
　（ピンポン！石鶏とは、安�省の食用ガエルのことです。）
　９日、永豊小学校→東至４０km、炎天下の逆風を受けてサイ
クリングです。昼食後、時間を考えて東至→蓬莱仙洞（石台）
８０kmをバス移動しました。蓬莱仙洞は安�省有数の鍾乳洞
です。天然冷房の中、電飾に彩られた千変万化の鍾乳石を１
時間観賞して下界に帰ってきました。

　１０日、晴天の中、三つ
の峠を越え世界遺産認定
の宏村へ。古民家群の徽
州文化に土産文化が加
わった宏村観光を終えれ
ば、いよいよラストラン
です。宏村→西逓（世界
遺産公路）はマウンテン
バイク世界大会の競技公
路で、中国一の舗装路です。時速４０kmのスピードで一気に
下れば、サイクリスト冥利に尽きるというものです。
　夜７時、休県の街中で安�省（南部）一周サイクリングの
旅が終わりました。

　連日気温３８度、
湿度７５％の炎天
下、悪路、逆風、
峠、パンク１３回
 （交換タイヤ５本）
を乗り越えたサ
イクリング（５人）
６６０km、バス移動
（記録者１人＋７
日～高知希望工
程基金会スタッ
フ３人）５００kmの

旅でした。
　そして、道端トイレで３０匹の藪蚊がK君のお尻を襲撃す
るというハプニングに遭遇した旅でもありました。

　今回で２０数回を数える安�省訪問ですが、いつも至福の達
成感と爽快感が私たちを包んでくれます。だからやっぱり楽
しいし、夢も思い出も感動もいっぱいです。
　子どもたちもそんな気持ちを正直に口にしてくれました。
「校長、また安�省を走りましょう！」 以上

永豊小→東至サイクリング�

宏村（世界遺産）見学�

安　省南部一周サイクリング６６０km完走！�

（中国語訳：宋　�）



　今年度から５年間にわた
り、東南アジア諸国連合や
中国・インドなど１５カ国の
生徒を毎年６,０００ 人受け入
れる、外務省の「２１世紀東
アジア青少年大交流計画」
の一環として、昨年１１月１５
日に高知県と関係が深い中
国・安�省の高校１・２年生
 １８ 人が引率の先生２人と一
緒に、高知南中学・高等学
校を訪問しました。

安�省の高校生、高知南中・高等学校を訪問

ました。また、放課後の全校生徒による
歓迎会では、日本語のスピーチだけでな
く、美しいフルートの演奏にのせた詩の
朗読や合唱などを披露してくれました。

　１５日の夜は、南高校生や教職員の家庭
にホームステイしました。最初はぎこち
なかった訪日団の生徒さんたちも、それ
ぞれの家庭のもてなしのおかげですぐに
打ち解けて、楽しい一夜を過ごしたよう
です。翌朝の出発時もホスト生とは別れ
がたく、泣き出す生徒さんもおり、バス

た。短い時間でしたが、本校の茶道部や華道部と交流して
日本の伝統文化を体験したり、中国語を選択で学習してい
る国際教養科３年生の案内で校内を見学したり、国際教養
科２年生と中国語で交流するなど、楽しく濃密な時間を過
ごしました。特に、国際教養科の生徒との交流授業では、
中国語と英語を駆使してお互い積極的にコミュニケーショ
ンをとりあい、日中の高校生があっという間に仲良くなり

の出発も当初の予定よりずいぶん遅れるほどでした。ホー
ムステイは高知滞在のなかで最大の思い出になったようで
す。
　今回の訪問は余りにも短かったので、日本の学校や家庭
生活について十分体験する時間がなかったかもしれません。
次回は是非ゆっくり日本を訪れて、もっともっと深く日本
を知っていただきたいと思います。

　一行は、１１
月１３日に来
日し、オリエ
ンテーション
を受けたり、
外務省を表敬
訪問したあと、
１５日に高知
入りしました。
午前中に桂浜
などを見学し
て、午後、高
知南中学・高
等学校を訪問
してくれまし

華道体験�

歓迎式で詩の朗読�

国際教養科２年生と交流授業�

（中国語訳：宋　�）



　安�省は現在、農業を強化することにより農村繁栄、農
民の生活を豊かにする「新農村建設」に取り組んでいます。
　２００６年４月にも農業訪問団１４名が来高されましたが、
今年は、高知の特色ある農業や「一村一品」などの取組み
について視察を目的として、農業委員会特色農産品開発処
の田文�副処長を団長とする農業「一村一品」考察団一行
６人が、平成１９年１１月８日から１０日まで、２泊３日の日
程で来高しました。

安�省農業「一村一品」訪問団の来高
高知県国際交流課　主任　西野　美香

ら営農販売課の山崎課長補佐に集荷から製品化、販売まで
の過程などについて説明していただきました。訪問団の皆
さんは、小さな村の農協の販売高などに感心しつつ、農協
の組織や事業、組合員との関係について熱心に質問されて
いました。

■産直市場と地産地消
　午後は「キラメッセ・室戸」で、安芸農業振興センター
と室戸市の農業の概要について説明していただきました。

スで、山あり川あり、海ありの高知県の自然を実感してい
ただくことになりました。

■馬路村農協のゆず加工場を視察
　高知県内の特色のある農業とい
うことで、今回は馬路村農協のゆ
ず加工品について視察していただ
くことにしました。高知市内から
馬路村までは、太平洋の海岸線を
ご覧いただいたかと思うと、安田
川沿いのくねくね山道を通るコー

　約２時間
で馬路村に
到着し、早
速、平成１８
年に完成し
たゆずの森
新加工場の
視察です。
「ごっくん
馬路村」を
試飲しなが

ここでは、農
地の整備など
に対する行政
の補助や国、
県、市町村の
役割分担など
について興味
深く聞かれて
いました。実
際の具体的な
数字資料は、
帰国後にとても参考になるとのことです。
　室戸市さんのご好意で「鯨館」も見ていただいたあと、
「楽市・楽座」で産直市場をご覧いただきました。ここで
は、農産物だけでなく水産物もたくさん売られていますが、
食べ方を尋ねながら魚の干物を購入された方もいました。
高知県産品のお買い上げ、ありがとうございました。

　今回の訪問団の日程も、前後は移動日で実際は中１日だ
けの短いものでしたが、目的の農業事情はもちろん、高知
の自然も駆け足で見ていただくことができました。

馬路村農協の歓迎�

馬路村農協・山崎課長補佐（左から３人目）と記念撮影�

「キラメッセ・室戸」で安芸農業振興センター、室戸市から事業概要説明�

（中国語訳：宋　�）
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【編集後記】�
中国語の翻訳を担当された宋　さんが帰国
されることになりました。１年間大変お世話
になりました。帰国後も高知県と安　省の架
け橋となり、友好の輪を広げていって欲しい
と思います。�

�
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　安�省合肥市にある
三聯学院にやってきた
のは２００７年９月。４０
人もの学生の前で授業
するのは３年前の教育
実習以来だった。その
ため、初授業の１週間
前から、寝ても覚めて
も授業のことばかり考
えては、そわそわ。

　そんな学生たちから、時々予想外の質問を受ける。「どう
して日本の正月は爆竹を鳴らさないのですか？」「『借りら
れるんですか？』と『借りられますか？』の違いは何です
か？」など、今までに考えたこともない質問攻撃に、あた
ふた。いつも辞書を手放すことができない。こんなに辞書
を愛用したことは今までに一度もない。かといって、答え
がすべて辞書に載っているわけではない。そういう時は相
棒の川村先生と一緒にああでもない、こうでもないと推測
し、いつも「日本語って難しい。」という結論に至る。と同
時に、言葉なんてコミュニケーションの一道具にしか過ぎ
ないと思っていたが、その言葉の裏にはそれぞれの習慣や
文化があり、それを大切に思う心、他人を思いやる心があっ
て初めてコミュニケーションが成立するんだと感じるよう
になった。上辺だけのコミュニケーションでは、決して知
ることができない日本語の奥深さがあり、同じように他の

　いよいよ初回の授業が始まった。私の緊張は人生で３番
目にランクインするほどのピークに達していた。８０もの目
が私を見ている…恥ずかしい…なんて思ってる場合じゃな
い！何か話さなくては！ ！とやっと正気に戻り自己紹介を
することに。
　ぎこちないながらも私の自己紹介を終え、学生の自己紹

介の番になった。
さっきまであった緊
張も、一生懸命日本
語で話をしようとす
る学生の姿を見てい
るうちに、いつの間
にかほぐれていた。
恐るべし学生パワー
だ。

言語も表面だ
けでは知りえ
ないことがた
くさんあるの
だろう。それ
を知る楽しさ
を学生と共有
できたらいい
なと思う。

３年生との最後の授業（右から２番目が筆者）�

同じく３年生と撮ったもの�
いつもお世話になっている学校の先生のお宅で中国の餃子を作る�

（右奥が筆者）�

（中国語訳：朱　熔　元県国際交流員）


